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IoT 時代を支えるためのコンテンツのほか、未踏スーパー

クリエータのプロダクトなど、IPA の事業全般について、

「展示（パネル・デモ・関連資料配布）」、「ブースプレゼン・

SEC 先端技術入門ゼミ」にて広く紹介した。

3. 展示ブース

展示ブース内には、それぞれの事業成果を紹介する展

示コーナーと 30 分間のプレゼンテーションや講義を行

うためのブースプレゼン・SEC 先端技術入門ゼミステー

ジ（32セッション / ４日間）を構え、運営した。

展示コーナーでは、「IoT」をテーマに掲げ、IPA で行っ

ている「ソフトウェア高信頼化」「情報セキュリティ」「IT

人材育成」の中から、見た目に分かりやすい事業成果を

配置した。中でも、原宿文化展パネルの認知度が高く、

来場者がパネルを背に記念撮影をする場面も見られた。

1. 展示会概要

CEATEC JAPAN とは、IT・エレクトロニクスを核と

する産業のシンボルイベントとして国内外から注目を集

め、産業の活力、方向性を表す場として、一般社団法人

電子情報技術産業協会（JEITA）、一般社団法人情報通信

ネットワーク産業協会（CIAJ）、一般社団法人コンピュー

タソフトウェア協会（CSAJ）の三者が CEATEC JAPAN

実施協議会として主催し、開催している展示会である。

2. 出展概要

IPA は、事業成果の普及・啓発を目的として、様々

な展示会に出展しているが、これまでリーチしていな

かった新たなる事業成果普及対象者層へのアプローチ

を試みるべく、本展示会に初めて出展し、展示ブースを

構えた。

IPA は、2015 年 10 月７日～ 10 日の４日間、幕張メッセで開催された「CEATEC JAPAN 2015」に初出展した。

IPA の展示ブースや関連カンファレンスには、延べ 7,300 名の方に足を運んでいただき、大盛況のうちに会期を

終えた。その模様の一部を紹介する。

展示ブースでは、主にソフトウェアの信頼性向上、情

報セキュリティ対策、IT 人材育成など、安全・安心な

展示コーナーで、とくに注目を集めたのは、未踏スー

パークリエータのプロダクト「スケルトニクス」である。

ブースプレゼンの中でデモンストレーションを行った
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際、多くの来場者が展示ブースを取り囲んだ。また、報

道機関からの取材も殺到していた。

CEATEC JAPAN 2015　IPA ウェブサイト 

　http://www.ipa.go.jp/sec/events/20151007.html

・ ブースプレゼン・SEC 先端技術入門ゼミの講演資料 

がダウンロードできます（一部）

・ ブースプレゼン・SEC 先端技術入門ゼミ（一部）の

動画を公開しています

認定している、未踏スーパークリエータである、筑波大

学助教 落合陽一氏とスケルトニクス株式会社 代表取締

役CEO白久レイエス樹氏が登壇し、自身の事業について、

プレゼンテーションを行った。

各講演が 15 分間と短いながらも、200 名近い聴講者

が集まって、熱心に耳を傾けていた。

6. 記者発表

10 月７日には、国際会議場内プレスブリーフィング

ルームにて、「IoT 時代における『セーフティ設計・セ

キュリティ設計・見える化』導入のためのガイドブッ

クを発行」と銘打って、IoT 時代における IT 製品やサー

ビスを提供する企業の経営層にセーフティ設計・セキュ

リティ設計の重要性を啓発すると共に、現場の技術者に

対して、セーフティ設計・セキュリティ設計とその見え

る化を実現するための手法を紹介した「つながる世界の

セーフティ＆セキュリティ設計入門」の発行について、

記者発表を行った。

7. 本出展を振り返って

CEATEC JAPAN は、IPA として初出展ということもあ

り、今までアプローチできていなかった方に事業成果を

届けられたのではないだろうか。また、来場者が我々の

事業成果のどんな部分に関心があり、興味を持っていた

だけたのかを聴ける貴重な機会でもあった。

展示ブースで来場者の方から多くのご意見をいただい

たので、次回出展の参考とし、今後の IPA 事業活動に反

映していきたい。

4. CEATEC コンファレンス

本コンファレンスは、国際会議場にある会議室にて、

４部構成で実施し、約 800 名の方に参加いただいた。プ

ログラムは、「安全・安心な IoT 社会の実現を目指して」

「IoT 社会の情報セキュリティ」「IoT 時代における創造

的人材の発掘と育成」「つながる世界の天使と悪魔」と

いう構成で、こちらも「IoT」をテーマとした構成とし、

立ち見が出るほどの盛況であった。

 受講者からは、「IPA の取り組みがよくわかった」や

「IoT について理解を深める良い機会だった」という意見

が寄せられた。

5. オープンステージ

展示会場内オープンステージでは、IT 人材育成事業で


